
事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告（Ａ、Ｂテナント等事業所用）　 A事業所（１）

令和 年度

１　事業所の概要

（１）事業所種別

（２）事業所及び事業内容

２　事業所の温室効果ガス排出量の削減目標

(１)第３計画期間の削減目標

日本産業規格Ａ列４番

5 事業者番号 0462 事業所番号 046200

事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告

代 表 事 業 所 所 在 地
市 区 町 村

字 ・ 地 番

当該事業所を含む事業所の名称
（※ Bテナント等の場合のみ記入）

事業所種別

A … 原油換算エネルギー使用量が年間1,500kL未満の事業所（合算）
A

代 表 事 業 所 名
前年度にお

ける事業所数
94

計 画 期 間 2 年 度 ～ 6 年 度

産 業 分 類 名 （ 中 分 類 ） 36 水道業

分 類 番 号 （ 中 分 類 ） 36

事 業 活 動 の 概 要

水道用水供給事業
工業用水道事業
地域整備事業

計 画 期 間 7 年 度 ～ 11 年 度

0.4950 t-CO2/千ｍ３/年

【第3計画期間】平成22年度排出量に対し、削減計画期間の平均削減率を８％と
する。

その他ガス

（２）第４計画期間の削減目標

削
減
目
標

エネルギー起源CO2
（必須）

基準となる
排 出 量 7,611 t-CO2

基準となる
原 単 位

その他ガス

削
減
目
標

エネルギー起源CO2
（必須）

基準となる
排 出 量

t-CO2
基準となる
原 単 位



※　入力欄が足りない場合は、シートの様式を変更せずに、同様式の別ファイルを作成して提出してください。

日本産業規格Ａ列４番
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事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告（Ａ、Ｂテナント等事業所用）　 Ａ事業所（２）

３　事業所の温室効果ガス排出量

（１）原油換算エネルギー使用量の推移

（２）計画期間の温室効果ガス排出量の推移

CO2換算（ｔ-CO2）

（３）計画期間の温室効果ガス排出量原単位の状況（エネルギー起源CO2）

日本産業規格Ａ列４番

事業所番号 046200

原油換算エネルギー
使用量(kL)

計 画 期 間

令 和 ２ 年 度
（2020年度）

令 和 ３ 年 度
（2021年度）

令 和 ４ 年 度
（2022年度）

令 和 ５ 年 度
（2023年度）

計 画 期 間

基準
令 和 ２ 年 度
（2020年度）

令 和 ３ 年 度
（2021年度）

令 和 ４ 年 度
（2022年度）

令 和 ５ 年 度
（2023年度）

令 和 ６ 年 度
（2024年度）

令 和 ６ 年 度
（2024年度）

3,380 3,345 3,245

前 年 度 比 （ ％ ） － -0.2 -3.6

エ ネ ル ギ ー 起 源 CO2 7,611 6,633 6,620 6,384

そ
の
他
ガ
ス

非 エ ネ ル ギ ー 起 源 CO2

メ タ ン

基準となる排出量に対する
削 減 率 （ ％ ） 12.8 13.0 16.1

ハイドロフルオロカーボン

一 酸 化 二 窒 素

六 ふ っ 化 い お う

パ ー フ ル オ ロ カ ー ボ ン

温 室 効 果 ガ ス の 合 計 6,633 6,620 6,384

三 ふ っ 化 窒 素

CO2換算（ｔ-CO2/指標）

計 画 期 間

基準
令 和 ２ 年 度
（2020年度）

令 和 ３ 年 度
（2021年度）

令 和 ４ 年 度
（2022年度）

令 和 ５ 年 度
（2023年度）

令 和 ６ 年 度
（2024年度）

エネルギー起源CO2排出量原単位 0.4950 0.0081 0.0081 0.0078

基準となる原単位に対する削減率
（ ％ ） 98.4 98.4 98.4

前 年 度 比 （ ％ ） － -0.1 -3.7

生産量 千ｍ３/年

活 動 規 模 の 指 標 単 位
821,116.32 820,152.94 821,076.92



事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告（Ａ、Ｂテナント等事業所用）　 Ａ事業所（３）

（４）エネルギー起源ＣＯ２排出量の増減に影響を及ぼす要因の分析

日本産業規格Ａ列４番

事業所番号 046200

令 和 ５ 年 度
（ 2023 年 度 ）

令 和 ６ 年 度
（ 2024 年 度 ）

令 和 ２ 年 度
（ 2020 年 度 ）

令和元年度工事により停止ししていた施設が令和２年度になり稼働再開したため排出量
が増加した。

令 和 ３ 年 度
（ 2021 年 度 ）

　昨年度より生産量が減少したため、電気使用量が減少し排出量が減った。

令 和 ４ 年 度
（ 2022 年 度 ）

・昨年度より生産量が減少したことに伴い、CO2排出量も低減した。
・高坂中継ポンプ所に設置している小水力発電設備について、令和3年度は漏水対応によ
り約10か月間停止していたが、令和4年度は年間を通して発電を継続したためCO2排出量
が低減した。



事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告（B,C事業所用）　 A事業所（４）

４　温室効果ガスの排出の抑制等に関する措置の計画及び実施状況

日本産業規格Ａ列４番

事業所番号 046200

実施
した
年度

推計
削減量(t)

 (１年度
  当たり）

区分
番号

区 分 名 称

大 区 分 中 区 分

Ｎｏ

対 策 の 区 分

対 策 概 要
実施
予定
年度

R4

2 310100
一般管理事
項

31_推進体制の整備
省エネルギー実施計画の策定
【継続実施】

R4 R4

1 310100
一般管理事
項

31_推進体制の整備
企業局経営５か年計画による削減の推進
【継続実施】

R4

R1以前

4 360700

ポンプ、ファ
ン、ブロワー、
コンプレッ
サー等

36_電気の動力・熱等へ
の変換の合理化に関する

措置

高坂中継ポンプ所送水ポンプの回転数制
御化

R1以前

3 340500

発電専用設
備、コージェ
ネレーション
設備

34_熱の動力等への変換
の合理化に関する措置

高坂中継ポンプ所小水力発電設備の設置
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事業所の地球温暖化対策計画・実施状況報告（Ａ、Ｂテナント等事業所用）　 A事業所（５）

５　事業者として実施した対策の内容及び対策実施状況に関する自己評価
Ａ事業所

自由記述欄

日本産業規格Ａ列４番

（※希望者のみ記載）

　小水力発電設備の設置
　　平成２３年度に温室効果ガスの削減を目的に、高坂中継ポンプ所に余剰圧力を利用した、小水力発
電設備を設置した。

　設備概要
　　最大電力　　　　　　　　 ２８ｋＷ
　　年間最大発電電力量　約２４万kWh
　　水車型式　　　　　　　　 インライン型横軸斜流水車
　　最大使用水量　　　　　 ０．２５m3/ｓ
　　最大有効落差　　　　　 １８ｍ

　　Ｈ２４実績発電電力量　２２０,４７７ｋＷｈ
　　Ｈ２５実績発電電力量　２４６,５０２ｋＷｈ
　　Ｈ２６実績発電電力量　２５４,０３２ｋＷｈ
　　Ｈ２７実績発電電力量　２４８,９８１ｋＷｈ
　　Ｈ２８実績発電電力量　２４８,７５６ｋＷｈ
　　Ｈ２９実績発電電力量　２４７,８４２ｋＷｈ
　　Ｈ３０実績発電電力量　２４９,８６９ｋＷｈ
　　Ｈ３１実績発電電力量　２５２,７８０ｋＷｈ
　　Ｒ　２実績発電電力量　２４７,０５６ｋＷｈ
　　Ｒ　３実績発電電力量　　２３,６６７ｋＷｈ
　　Ｒ　４実績発電電力量　１６５,８１８ｋＷｈ

事業所番号 046200


